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１．研究計画の概要 
世界 61 地域で実施し生活習慣病リスクの最
新の分析結果からタウリンとマグネシウム
が民族の遺伝的差異以上に影響することを
見出した。高リスク集団として倹約遺伝子の
有無の推定から(1)オーストラリア先住民、(2)
インドネシア住民、(3)ブラジル在住白人の生
活習慣病のリスクの環境遺伝因子を分析し、
其々が有する伝統食がリスク軽減に貢献す
る可能性を示した。 
 
２．研究の進捗状況 
これまで、インドネシア、オーストラリア・アボリジ
ニ、ブラジルにおいて遺伝子検査を含めた健康
診断を実施し、倹約遺伝子を保有しているため
生活習慣病が発症しやすいと想定される人々の
健診により、生活習慣病のリスクが非常に高く食
生活など環境要因に問題があり食育と食環境改
善による予防の重要性を示した。  さらに世界
調査で遺伝子以上にマグネシウムやタウリンの
摂取が生活習慣病のリスクに大きな影響を持つ
ことを証明した。 
 
（１）インドネシア 
インドネシア都市部バンドン(Ba) と山間部マジ
ャレンガ（Ma）各 100 名ずつの健診データを比
較し、ホモシステインや HDL コレステロールの生
活習慣病リスクが Ba では有意に低いことを示し
た。またインドネシアで伝統的な食用果物メリン
ジョ摂取の指標となるバイオマーカーの尿中排
出量が多い群と少ない群を比較し、Ma ではメリ
ンジョ摂取の多い群では中性脂肪が有意に低く、
Ba では健診データで両群の差はなかった。さら
に生活習慣病のリスクに関わる遺伝子多型を解
析したところ、Ma において葉酸代謝関連遺伝子
MTHFR の多型がホモシステイン濃度に影響す

るが、Ba では MTHFR とアルコール代謝遺伝子
ADH2、ALDH2 のいずれでもリスクの有意な差
を示さず、遺伝子多型よりも地域の生活環境の
影響がより大きいことを示した。一方、食塩感受
性遺伝子 GNB3 は食塩排出量依存的にコレス
テロールや中性脂肪に有意に関連することをイ
ンドネシアの集団で初めて明らかにした。このよ
うに遺伝子多型によるリスクへの影響は認められ
るが、食生活などの環境因子が遺伝的リスクを
低減することを証明した。 
 
（２）オーストラリア 
都市近郊在住のアボリジニにおいてマグネシウ
ムやタウリンの摂取が生活習慣病のリスクに大き
く影響することを証明した。特に若い世代は野
菜の摂取頻度は低い一方、ファーストフードの
利用頻度が高く、食の欧米化による伝統食の衰
退が生活習慣病リスクを増加させ、両栄養因子
の摂取が肥満や脂質異常症のリスク軽減に寄
与することを示した。 
 
(３)ブラジル 
ブラジルの長寿地域として有名なベラノポ
リス(Ve)とポルトアレグレのベッドタウンで
あるカショエリーナ(Ca)で其々100 名の健診
を実施した。過半数の分析を完了した結果、
Veの男性はCaと比較して中性脂肪と総ホモ
システインは有意に低くリスクが少ないこ
とを証明した。 
 
３．現在までの達成度 
<区分②>概ね順調に進展。 
3 年間研究で倹約遺伝子の有無で差があると推
定されるインドネシア人、オーストラリア先住民、
ブラジル在住イタリア人集団の環境因子の分析
を進める一方、これまで世界 61 地域のデータを
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分析した結果、遺伝的背景や気候など生活環
境因子以上にマグネシウム、タウリンの２栄養因
子が生活習慣病のリスクに大きく影響することを
世界で初めて証明した。 
 
４．今後の研究の推進方策 

研究企画の際に高リスク集団として選んだ５
地域の内、日本人と共通のモンゴロイドに近い
倹約遺伝子を保有すると推定されるインドネシア
人、ブラジル在住の日系人と同様の食環境に暮
らすイタリア系移住者をこれまで健診をしたタン
ザニア人、ブルガリア人の代わりに初めて調査
することが可能となった。近年糖尿病が多発し
世界的にも注目されるインド９地域での調査準
備が進行しており、第 4 年度の結果により介入
研究を当初の計画通り実施する。 
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